
【準備】 表布に接着芯を貼る
　　　柄の上下がある生地の場合は表布の底を縫い合わせ、縫いしろを割っておく

【1】 ポケットを作り、表袋布のポケット付け位置に縫いつける
　　ポケットの上下を縫って仕上げ、両脇の縫いしろは伸ばしたまま袋布に仮止めしておく

【2】持ち手用テープ (3 ㎝幅 220ｍ) を輪になるように縫いしろ 1 ㎝で縫い合わせ、
　　表袋布に縫いつける
　　持ち手用テープの縫いしろは割っておく

【3】持ち手の中間 10 ㎝の範囲を二つ折りにし、ステッチをかける
【4】表袋布・内袋布にファスナーを縫い付け、表に返してファスナーの両端に
　　ステッチをかける

【5】脇布 3 の表布・内布とファスナー下部を縫い合わせ、表に返してステッチをかける
　　脇布 2（表布）とファスナー上部を縫い合わせ、表に返し、脇布１と重ねて
　　ステッチをかける

【6】D カンにテープ（3 ㎝幅 8 ㎝）を通し、脇布に仮止めする
【7】脇布の重なりを整え、更に脇布 1 と外表に重ねる
　　周りを一周ステッチで仮止めしておく、これを脇布と呼ぶ

【8】袋布に、脇布を縫いつける
【9】袋布と脇布の縫いしろをバイアステープで包む
【10】肩掛け用テープ（3.8 ㎝ 1.4m）にナスカン・送りカンを組み合わせる
【11】肩当て布 2 の内布でキルト芯を挟み込み、上下をバイアステープで包む
【12】肩当て布 1 の表布と内布を外表で重ね、11 で作ったものと重ねて左右を仮止めする
　　  周りを一周バイアステープで包む

【13】肩当てを肩掛け用テープに通し、ナスカンを本体の D カンと組み合わせる
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山折り線

〈ポケット布 1〉
表布 1枚
芯　1枚

〈ポケット布 2〉
内布 1枚
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肩当て布 1・2は断ち切り寸法

〈肩当て布 1〉
表布　1枚
芯　1枚
内布　1枚

〈肩当て布 2〉
表布　2枚
芯　1枚

キルト芯　1枚
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直径 23 ㎝の円

〈脇布 1〉
内布　4枚

〈脇布 2〉
表布　2枚
芯　　2枚

〈脇布 3〉
表布　2枚
芯　　2枚
内布　2枚
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持ち手は
ここまで
縫いつける ポケット位置

持ち手テープ
付け位置

中心 底線
生地の柄に
よっては、はぐ

〈袋布〉
表布　1枚
芯　　1枚　
内布　1枚

［0.5］ 9

70.5

※指定があるところ以外の縫いしろは全て 1㎝です。
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材料

商事株式会社無断転載を禁ず

表布　　　　　　　　　110㎝幅×80㎝
内布　　　　　　　　　110㎝幅×100㎝
接着芯　　　　　　　　　90㎝幅×80㎝
バイアステープ　　　　　11㎜幅×2.5m
ビスロンファスナー　　　　　45㎝×1本
フラットニットファスナー　　20㎝×2本
テープ　　　　　　　　　　3㎝幅×2.4m
テープ　　　　　　　　　 3.8㎝幅×1.4m
送りカン　　　　　　　　　3.8㎝幅×1個
ナスカン・Dカン　　　　　3.8㎝幅×2個
キルト芯（ドミットタイプ）　　　20㎝


